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ゆうゆう村理念 

1. 私たちは、あたたかい心を育み、誠意と愛情をもって皆様にお応えしたいと思っています。 

2. 私たちは、皆様の喜びを共の喜びとし、一緒に歩んで行きたいと思っています。 

3. 私たちは、郷土に愛される施設をめざし、地域の方々とのより広く強い連携を持ちたいと願っています。 

4. 私たちは、知識の習得と、技術の向上に努めます。 
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6 月誕生日会 
6 月 28 日（水） 
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ご
確
認
お
願
い
し
ま
す
。 

 

「かえるのうた」、「あめふり」、

「バラが咲いた」をみんなで歌い

ました。職員も歌に合わせて踊り

ながら、盛り上げました♫ 
 



 
 
                                                                    

 
 
 
 
 
 
       

   
                                         
                                       
 

 
                                                                                             
  
  
  
 
   

 

 
 
                 
                              
 
 
 

        
 
                                               
                     
                
 
 
 
 
 
     
   

通所リハビリ 
 

 

 

通所では、一人ひとりのリハビリ・集団でのリ

ハビリ、また作業療法等を実施しています。 

リハビリ室での様子 

94 

7 月の壁画「かき氷食べたいな～」 

皆さん編み物が上手です。「若い頃は子どもの服

も編んでたよ～」 

ゆうゆう村菜園 

ス イ カ 、 オ ク ラ 、 キ ュ ウ

リ、メロン、シソ等収穫出

来ました♥♥ 

４階では、色画用紙でカタツムリ作り 

帽子が完成 

クルクル上手に巻け

るかな？ 

 

 

◎黄色ブドウ球菌 

 ・夏場、お弁当やおにぎり等が原因で多く発生します。手指などに多く存在しています。 

  料理をする前にはしっかりと手洗いしましょう。おにぎりを握る際は、手袋やラップを  

  すれば予防になります。 

 ・菌は常温で増殖します。食品は冷蔵庫内（10℃以下）でしっかり 

保存しましょう。 

◎ウェルシュ菌 

 ・夏場の煮込み料理（カレー等）などで発生がみられます。 

 ・芽胞を形成すると、100℃、6 時間の加熱でも生き残ります。 

 ・①作ったらすぐ食べる ②保存するときは、すぐに冷まして冷蔵庫へ 

  ③再加熱する時は、しっかり加熱 

お食事会 

６月８日（木） 

６月 

（11 月 17

日） 

食中毒に注意しましょう！！  菌を「つけない」「増やさない」「やっつける」 


